
12月
議会の
あらまし
11/30−12/20

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国

的
に
猛
威
を
振
る
い
、
現
在
も
ま
だ
油

断
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
規
制
緩
和
か
ら
、
中
止
と
な
っ

て
い
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
が
再

開
し
、
平
常
な
活
動
を
取
り
戻
し
た
一

年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
幸
田
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
の
声
を
第
一
に
考
え
、
必

要
な
政
策
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
６
年
１
月

陳
情

　
７
件
を
審
議
し
、
２
件
を
採
択
と
し
た
。

議
員
提
出
議
案

　
２
件
を
可
決
し
た
。

一
般
質
問

　
９
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
る
課

題
を
た
だ
し
た
。

・
主
な
議
案

 

幸
田
町
企
業
立
地
促
進
基
金

 

条
例
制
定

基
金
条
例
の
目
的
と
理
由
は
。

企
業
誘
致
を
図
り
、
財
源
増
収
に
つ

な
が
り
、
設
備
投
資
支
援
の
事
前
資

金
確
保
が
基
金
条
例
制
定
の
目
的
で
あ
る
。

基
金
支
援
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

企
業
を
対
象
と
し
て
い
る
の
か
。

町
に
20
年
以
上
立
地
し
た
企
業
で
、

製
造
業
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
関
係
の
設

備
投
資
で
操
業
す
る
企
業
。

 

幸
田
町
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

 

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

 

条
例
廃
止

高
齢
者
の
カ
ラ
オ
ケ
等
利
用
が
多
い

中
で
、
廃
止
後
の
管
理
と
活
用
は
。

福
祉
課
が
管
理
し
、
幸
田
町
シ
ニ
ア

・
シ
ル
バ
ー
世
代
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
務
所
に
な
る
。

　
今
後
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
で
の
カ

ラ
オ
ケ
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
の
場
所
を
検
討
。

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
対
す
る
反
対
討
論　

高
齢
者
が
利
用
で
き
る
施
設
の
存
続
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
千
代
子

　
積
極
的
な
利
用
に
い
た
っ
て
い
な
い
こ

と
が
廃
止
の
理
由
な
ら
ば
、
活
用
促
進
す

る
こ
と
が
福
祉
の
役
割
。

　
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
で
、
居
場
所
は

ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
。

　
廃
止
で
は
な
く
、
高
齢
者
が
自
由
に
利

用
で
き
る
施
設
の
存
続
を
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
吉　
照
夫

　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
生
き
が
い

に
つ
な
が
る
通
い
の
場
と
し
て
地
域
に
必

要
で
あ
る
。

　
大
草
広
野
地
区
な
ど
に
高
齢
者
の
居
場

所
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
、
な
く
す
べ
き
。

議
案

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

・
企
業
立
地
促
進
基
金
条
例
の
制
定

・
幸
田
町
住
民
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
９
件

・
幸
田
町
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
な

ど
２
件

・
長
嶺
北
部
地
区
福
祉
医
療
ゾ
ー
ン
整
備

事
業
用
地
取
得
な
ど
２
件

・
幸
田
町
地
域
振
興
施
設
指
定
管
理
者
の

指
定

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算

・
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
２
件

・
特
別
会
計
補
正
予
算
（
２
会
計
）

　
以
上
、
全
て
答
申
・
可
決
し
た
。

議
会
議
長

   

藤
江
　
徹

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

問答問答

問答

※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、可決・否決を決めることができます。
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長
嶺
北
部
地
区
福
祉
医
療
ゾ
ー
ン

 
整
備
事
業
用
地
取
得

　
本
町
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
進
め
る
た
め
に
、
介
護
老
人
保
健

施
設
と
、
岡
崎
市
「
愛
厚
藤
川
の
里
」
の

老
朽
化
に
よ
る
移
転
先
候
補
地
と
し
て
、

当
該
ゾ
ー
ン
で
施
設
誘
致
計
画
を
進
め
る
。

場
所　
幸
田
町
大
字
長
嶺
字
北
山
30
番　

　
　
　
外ほ
か

72
筆

面
積　
５
万
６
０
３
・
70
㎡　

取
得
予
定
価
格

　
　
　
　
１
億
８
８
０
６
万
１
４
４
４
円

契
約
の
相
手
方　
37
人

件
保
証
に
生
じ
る
補
正
予
算
追
加
を
し
た
。

●
予
防
接
種
事
業
の
返
還
金

　
　
　
　
　
　
４
７
１
０
万
１
０
０
０
円

●
町
村
合
併
70
周
年
記
念
事
業
運
営
委
託

　
料　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

令
和
６
年
度
の
記
念
事
業
だ
が
、
な

ぜ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
を
今
年
度
の
補

正
予
算
に
し
た
の
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
企
画
を
打
診
し
た
が
、
令

和
５
年
度
で
の
「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の

う
た
」
を
事
前
収
録
す
る
回
答
で
あ
っ
た
。

 

人
事
案
件

・
人
権
擁
護
委
員

　
黒く
ろ 

柳や
な
ぎ 

昭し
ょ
う 

吾ご 

氏
（
坂
崎
区
）

　
田た 

境き
ょ
う 

里さ
と 

美み 

氏
（
須
美
区
）

 
議
員
提
出
議
案

・
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出

・
愛
知
県
の
私
学
助
成
金
の
拡
充
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出

 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
　
　
３
億
７
９
２
万
２
０
０
０
円
追
加

歳
入
（
主
な
も
の
）

●
町
税
（
法
人
税
割
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
３
０
０
０
万
円

●
地
方
特
例
交
付
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
地
方
税
減
収
補
填
特

別
交
付
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

●
国
庫
支
出
金
（
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助
金
）

　
　
　
　
　
　
　
８
９
６
万
１
０
０
０
円

●
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
億
９
０
０
万
円

歳
出
（
主
な
も
の
）

●
ふ
る
さ
と
寄
附
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
５
０
０
０
万
円

●
長
嶺
北
部
地
区
福
祉
医
療
ゾ
ー
ン
開
発

　
構
想
事
業
補
償
費

　
　
　
　
　
　
　
７
２
８
万
１
０
０
０
円

今
回
の
補
正
予
算
は
、
当
初
の
不
動

産
調
査
・
鑑
定
が
不
備
で
は
な
い
か
。

今
回
の
補
正
予
算
と
昨
年
ま
で
の
調

査
費
と
は
違
う
も
の
で
、
新
た
な
物

問答

問答

長嶺北部地区福祉医療ゾーンの位置図

賛否の分かれた議案
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 議長

議決結果
（賛成：反対）

議 

員 

名

藤
本　
和
美

吉
本　
智
明

野
坂　
純
子

松
本　
忠
明

長
谷
川　
進

岩
本　
知
帆

田
境　
　
毅

石
原　
　
昇

都
築　
幸
夫

黒
木　
　
一

廣
野　
房
男

稲
吉　
照
夫

笹
野　
康
男

丸
山
千
代
子

鈴
木　
久
夫

藤
江　
　
徹議　　案

第63号議案 幸田町高齢者ふれあいプラザの設置及び管理に関する条例の廃
止について 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 − 可　決

（12：3）

第73号議案 幸田町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 − 可　決

（14：1）

第74号議案 幸田町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 − 可　決
（14：1）

陳情第14号 私立高校生の父母負担を軽減し、学費負担の公私格差を是正す
るために幸田町独自の授業料助成制度の拡充を求める陳情書 × × × × × × × × × × × × × 〇 × − 不採択

（1：14）

陳情第15号 日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書
提出を求める陳情書 × × × × × × × × × × × × × 〇 × − 不採択

（1：14）

陳情第16号 介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書 × × × × × × × × × × × × × 〇 × − 不採択
（1：14）

陳情第17号 現行の健康保険証の存続を求める意見書の提出を求める陳情書 〇 × × × × × × × × × × × × 〇 × − 不採択
（2：13）

陳情第18号 パンデミック条約締結及び国際保健規則改正に係る情報開示を
求める意見書の提出を求める陳情書 〇 × × × × × × × × × × × × × × − 不採択

（1：14）
※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、可決・否決を決めることができます。

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
新・Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」

             　
が
幸
田
町
で
開
催
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